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があげられ、そこでは「恥辱的な人前での罰の見世物がメディア上で広まり、非常に激しく印象的なイメージを生み出したい(もゆ)とされ、次のように説明される。ドレフェス事件 は箪事機密の認可を与えた罪で告発されたユダヤを出自にもつアルフレッド・ドレフェスに対して人々の激しい怒りが向けられた。ドレフェスは恥辱 儀式において、筆隊 ジャーナリスト、
般市民の前で、勲章や制蹴































































レイだけはきわめて的悪であり死刑を適用すべきだという議論がなされる。結局、死刑 回避されたが、彼女が刑務所で絶望的になっていると告'日した手紙が、見世物としてメディアに流通して った。こうした報復性の高まりの背景に、犯人の凶懇なイメージと被害者のトラウマ化 た メージがある。数年後ごとに撮り直しが行われているにもかかわらず、
一九六六年に疲れきり櫨限的な状況で突





















































や雑誌は少年犯罪など社会問題のトピックを積糠的に扱うように っていった。そうしたなか、犯罪事件の情報価値 高まってゆき、凶悪な犯罪をエンターテインメントとして消費する環境が加速 ながら形成されつつある。このように 本書の主張は日本への説明 も適用できると考えられる。しかし、
臼本においても、本書のような
アプロ!チによる研究はほとんどなされておらず、今後この方向での研究が進め れ ことが期待される。その意義を本書に別して述
べれば、犯罪への注目、犯罪への不安が高まる社会において、多くの人々にとって自明視された「犯罪 凶悪性、「過剰な不安 を解体し、われわれに 棺対的な視点を与えてくれ こと あるといえるだろう。
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